
日
付
け
の
常
縁
が
宗
祇
に
宛
て
た
書
状
中
に

此
程
、
当
郡
之
山
中
に
庵
室
を
構
侯
而
、
乍
憚
小
倉
山
庄
に
な
そ
ら
へ
、

老
之
す
さ
ミ
所
と
せ
は
や
の
有
増
に
候
　
　
　
　
（『大
和
村
史
』
資
料
編
）

Ｌ
し
た
た
め
て
お
り
、
小
倉
百
人

一
首
の
選
者
か
と
も
い
わ
れ
て
い
る
宇
都
宮

頼
綱
が
京
都
の
小
倉
山
麓
に
構
え
た
山
荘
に
な
ぞ
ら
え
て
、
常
縁
が
郡
上
の
山

中
に
庵
室
を
営
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
当
遺
跡
の
園
池
も
こ
の
時

に
築
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

３
　
木
衝
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

「＜
進
上
あ
ん
と
う
三
郎
□
日
日

日
日
〕

さ
日
日

日
回
　
　
　
　
出烏
通
露
∞
３
中

（波
多
野
寿
勝
）

木

簡

研

究

第
五
号

巻
頭
言
―
―
木
簡
史
の
研
究
に
つ
い
て
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
　
　
　
晃

一
九
八
二
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

一
京
跡
　
平
城
京
二
条
大
路

・
左
京
二
条
二
坊
十
二
坪
　
白

亀
寺
遺
跡
　
藤
原
宮
跡
　
山
田
寺
跡
　
阿
部
六
ノ
坪
遺
跡
　
長
岡
京
跡
①

長
岡
京
跡
②
　
長
岡
京
跡
⑤
　
長
岡
京
跡
④
　
仁
和
寺
南
院
跡
　
大
坂
城
跡

梶
子
遺
跡
　
道
場
田
遺
跡
　
野
畑
遺
跡
　
穴
太
遺
跡
　
下
野
国
府
跡
　
下
野

国
府
跡
寄
居
地
区
遺
跡
　
長
原
東
遺
跡
　
多
賀
城
跡
　
払
田
柵
跡
　
日
野
川

朝
官
橋
下
流
　
桜
町
遺
跡
　
出
合
遺
跡
　
辻
井
遺
跡
　
助
三
畑
遺
跡
　
一月
脊

堀
の
内
遺
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
田
村
遺
跡
　
高
畑
廃
寺
　
藤
田
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
筒

（
五
）

藤
原
宮
跡

宇
訓
史
資
料
と
し
て
の
平
城
宮
木
簡

―
―
古
事
記
の
用
字
法
と
の
比
較
を
方
法
と
し
て
―
―
　
　
　
　
小
林
　
芳
規

平
域
宮
出
上
の
衛
士
関
係
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
頭
　
清
引

木
衝
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
琢

書
評

・
『草
戸
千
軒
―
―
木
簡
〒
―

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
藤
　
　
真

彙
報

頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円


